























































How Can We Promote Teacher's understanding children? : Investigating the 
Factor Promoting and Inhibiting Teacher's Understanding School Children.
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仮説 1：ケース会議 ep によって，担任や参加した教
員のイラショナル・ビリーフが低減する方向に変化する。



































































たうえで，時期（pre/post）と操作 ( 介入 / 統制 ) と群
( 高群 / 低群 ) を独立変数，「児童生徒に対するビリーフ」
因子の得点を従属変数とする３要因分散分析を行った。
その結果，有意傾向ではあるが，時期と操作の交互作用








ケース会議 ep は作用を与えていなかった。森田 (2008)
は，教師のイラショナル・ビリーフが高い場合，両立し
介入群 統制群
高群 低群 高群 低群
pre post pre post pre post pre post 　 F 値 p 値
36.14 34.57 29.57 30.43 36.33 35.67 30.8 32.2 操作の主効果 3.91 0.05 +
（1.35） （2.88） （2.47） （2.10） （2.49） （2.71） （2.26） （2.69） 時期の主効果 0.00 0.99
　 　 　 　 　 　 　 　 群の主効果 82.68 0.00 **
　 　 　 　 　 　 　 　 操作×時期 1.14 0.29
　 　 　 　 　 　 　 　 時期×群 0.63 0.43
　 　 　 　 　 　 　 　 操作×群 11.02 0.00 **
　 　 　 　 　 　 　 　 操作×時期×群 0.07 0.79
（　）内は標準偏差  **ｐ＜ .01+ｐ＜ .10
介入群 統制群
高群 低群 高群 低群
pre post pre post pre post pre post 　 F 値 p 値
48.89 45.78 40.50 40.92 51.24 50.43 41.86 42.86 操作の主効果 10.35 0.00 **
（3.89） （4.76） （4.30） （3.83） （3.66） （3.97） （2.62） （3.90） 時期の主効果 2.14 0.15
群の主効果 88.83 0.00
操作×時期 2.83 0.96 +
時期×群 1.33 0.25
操作×群 9.72 0.00 **















































査協力者の教職経験年数は，30 年以上が 2 名，20 ～ 30

























































下位項目 担任 担任外 合計
１情報共有 　 19 21 40 　
　 情報共有 14 1 15 ○情報をお互い同じ量知ることができる
　 　 　 　 　 ○ケース会議でちょっと振り返れてつながりやすかったかな
　 　 　 　 　 ○周知
　 　 　 　 　 ○皆さんに知っていただいた
　 　 　 　 　 ○ケース会議をすることによって子供を分かる
　 　 　 　 　 ○みんなの中でその子に対する知っていることが増える
　 　 　 　 　 ○これまでの状況や情報が分かった
　 　 　 　 　 ○みんなで情報を分かって対応できる
　 　 　 　 　 ○情報交換が主
　 　 　 　 　 ○情報交換によって分かった
　 　 　 　 　 ○学校の様子を完全に分かっている方と話ができてよかった
　 　 　 　 　 ○自分の教室は自分のもっている情報以上のものは出てこないんだな
　 　 　 　 　 ○現在の情報はほとんど増えることはなかった
　 　 　 　 　 ○自分の教室の子供に関してはそれほど変わらなかった　
　 　 　 　 　 ○会議に出て情報をもらうと・・・その子の昔の様子や情報が分かった
　 　 　 　 　 ・実態の確認みたいのはしている
　 芽生えた当事者意識 0 8 8 ・会議やって薬飲んでどんな様子になっているのか、すごい気になる
　 　 　 　 　 ・対処するときには役立つかな
　 　 　 　 　 ・ケース会議に参加しておられる方の保健室への来室がとっても多くなった
　 　 　 　 　 ・見るようになっているな・・・その子を
　 　 　 　 　 ・その子を普段より意識して見とる
　 　 　 　 　 ・もっとこの子どんな子なんかなって見ようかなってできてきている
　 　 　 　 　 ・自分だったら当事者の気持ちをどういうふうに考えるかな
　 　 　 　 　 ・自分だったら彼にどう当たるかな
　 子供を多面的に捉える 5 8 13 ○いろいろな見方があるのだな
　 　 　 　 　 ○いろんな人のが分かってよかった
　 　 　 　 　 ○他の教室の子供に関しては新しく感じることがありました
　 　 　 　 　 ○担任は、そうじゃないのだよなって思う場合もあるかもしれない
　 　 　 　 　 ○担任と担任じゃない人で感じ方違う気がする
　 　 　 　 　 ・担任の先生から見たらこういう見方している
　 　 　 　 　 ・見方は変わる
　 　 　 　 　 ・その子のいろんな考えの可能性に触れることができる
　 　 　 　 　 ・多面的
　 　 　 　 　 ・自分の見方と感じていることと感じ方が違う方もおられる
　 　 　 　 　 ・そういう見方があるのだな
　 　 　 　 　 ・違う見方
　 　 　 　 　 ・どう反応すればいいかな・・・は、分からん
　 子供の心情の想像 0 4 4 ・リソースマップに子供の顔を描いたのも想像しやすさにつながった
　 　 　 　 　 ・想像しやすい
　 　 　 　 　 ・心情の想像のところが子供の気持ちになって，子供の言葉で考え
てくださいっていう一言があったりとか
　 　 　 　 　 ・本人の思いを考えてみることが大事だな
２　ケース会議の仕組み 11 14 23
　 資料準備のしやすさ 0 6 6 ・自分とその子のエピソードだから書きやすい
　 　 　 　 　 ・その子に接している人、誰でもなんか書けるエピソード
　 　 　 　 　 ・自分としては書きやすい
　 　 　 　 　 ・いろんなエピソードが集まって大変かもしれないけど
　 　 　 　 　 ・文字の少なさがハードル低くなる
　 　 　 　 　 ・まとめる仕事が１個減る
Table3　「ケース会議に参加しどのように感じたか」についての聞き取り結果の分類表
－ 34 －
　 話しやすい雰囲気 3 4 7 ○しゃべりやすかった
　 　 　 　 　 ○職員室で雑談しとる感じ
　 　 　 　 　 ○ざっくばらんやった
　 　 　 　 　 ・話がしやすい
　 　 　 　 　 ・誰もが自分の思っていることを話しやすい
　 　 　 　 　 ・若い先生も子供の心情が話しやすい
　 　 　 　 　 ・子供に近い部分。心情が話しやすい
　 要請のしやすさ 0 3 1 ・誰発信でもできる
　 　 　 　 　 ・誰からでも発信できる
　 　 　 　 　 ・言い出しやすい
　 要請の受けやすさ 1 0 1 ○ケース会議、あ、やりましょやりましょ・・・みたいな
　 これまでとの違い 7 1 8 ○ケース会議もいろいろあるのだな
　 　 　 　 　 ○新鮮
　 　 　 　 　 ○変なマイナスイメージは・・・ないですね
　 　 　 　 　 ○心情を考えたのが今までにない
　 　 　 　 　 ○もろさもある
　 　 　 　 　 ○勘違いした受け取りをして動くのが怖い
　 　 　 　 　 ○関わる人たちの一貫性、大事
　 　 　 　 　 ・時間区切ってあるのがいいな
３　サポート感 19 0 19
　 精神的なサポート感 10 0 10 ○嬉しい
　 　 　 　 　 ○今はしゃべりやすいんでありがたい
　 　 　 　 　 ○自分だけじゃない
　 　 　 　 　 ○安心感
　 　 　 　 　 ○やらないより嬉しい・・・というか、楽になる
　 　 　 　 　 ○落ち着く
　 　 　 　 　 ○一人で抱えこまなくて済む
　 　 　 　 　 ○見方がいてくれる
　 　 　 　 　 ○心強い
　 　 　 　 　 ○誰か他の人に聴いてもらえるという安心感
　 効果の実感 6 0 6 ○なんか、やってよかった
　 　 　 　 　 ○言わなんだら、もっとおおごとになっていただろうな
　 　 　 　 　 ○うまくいったかな
　 　 　 　 　 ○言ってもらえなかったら、つぶれていたと思う
　 　 　 　 　 ○機関につなぐことができた
　 　 　 　 　 ○長い道のりが必要
　 聴いてもらえる 3 0 3 ○聴いてもらえる
　 　 　 　 　 ○聴いていただき楽しい
　 　 　 　 　 ○聴いてもらえる場は嬉しいなあ
４　チーム支援の可能性 11 1 12
　 チーム学校を感じる 8 0 8 ○一人で仕事をしていないなあっていう気がする
　 　 　 　 　 ○同僚の方っていいなぁ
　 　 　 　 　 ○分担決めるのがいい
　 　 　 　 　 ○でないと全部担任だもの
　 　 　 　 　 ○細かいところまで見てくれる人が増える
　 　 　 　 　 ○みんなでやっていくって大切
　 　 　 　 　 ○自分以外の周りの人がいて
　 　 　 　 　 ○自分以外でも対応できる
　 普段の関係性の変化 3 1 4 ○結構簡単にしゃべれるようになって
　 　 　 　 　 ○学年の島でも聴いていただいている
　 　 　 　 　 ○どうすればいいですかねって簡単にすぐ聴けるようになった
　 　 　 　 　 ・みんなに助けを求めやすくなった
　 総合計 60 36 96 　




















































下位項目 担任 担任外 合計
１内省・省察 19 8 27











　 　 　 　 ・気になっちゃう




実際本人に聴く 0 3 3 ・嫌な思いとかあったやつをもっと聴いたり
・嫌だったんだって，もっともっと聴いてやるとよかった
　 　 　 　 ・もっと聴いてたら・・・。






　 　 　 　 ○自分なりに考えて
変化の実感 2 1 3 ○成長しました。自分として。
○心持ちは強化された
　 　 　 　 　 ・自分が変わったのじゃないかな。
２　協力・つながり 4 13 17




チームを実感 0 1 1 ・ケース会議で１回でも話し合ったら，一応なんとなく
共通の仲間たちみたいな感じになって















３　情報共有によるリフレ－ミング 7 13 20
　 新しい面の気付き 3 3 6 ○あいつしとらん時もあるないかと見られるようになった
　 　 　 　 　 ○そんな面もあるな・・って
　 　 　 　 　 ○普通にしとってくれるから助かっとるところもある
　 　 　 　 　 ・こんな面もあるのだな
　 　 　 　 　 ・教室のここやったらこうやけど，ここのここやったら
しゃべるのだな・・・とか
　 　 　 　 　 ・違う部分が出てきたらそういう部分ももっているとい
うことが分かった
　 見方の捉え直し 4 4 8 ○いろんな見方ができる
　 　 　 　 　 ○ああ，あなたもそう感じるのね
　 　 　 　 　 ○リフレ－ミング
　 　 　 　 　 ○なんでできたのかな
　 　 　 　 　 ・同じものが出るとやっぱりそうなのだという捉え方
　 　 　 　 　 ・こうとも見れるのかな
　 　 　 　 　 ・１つの行動を見ても話しとったこととかふっと思い出
てきたりして
　 　 　 　 　 ・みんなできんがじゃないかって感じたりもするのだけ
れども，そうじゃない
　 視点の広がり 0 3 3 ・今まで知らなかったことが分かって
　 　 　 　 　 ・クラスとの違いがあるのだなあ
　 　 　 　 　 ・曜日差のこととかもいろいろ分かってきた
　 特別支援的な視点 0 3 3 ・見方＋そっちの特別支援的な方も考えながら見ている
　 　 　 　 　 ・特別支援的な関わり












　 　 　 　 　 ・障害特性もすごく見えるようになってきている
４　実感 9 10 19
　 日々の対応での実感 2 4 6 ○比較しながら，よりよい方法を選択する
　 　 　 　 　 ○個別の対応って言うのが考えられるようになった
　 　 　 　 　 ・支援の仕方を考えて行かないとこの子変わらないなって
　 　 　 　 　 ・こっちの対応の仕方もやっぱり変えてくる
　 　 　 　 　 ・情報を聴くと，こっちの対応の仕方も変わってくる
　 　 　 　 　 ・かける言葉が多分違っている
　 ケース会議の実感 3 3 6 ○どういうふうになるのか見通しは全然もてなくて，やっ
たはやったけど・・・
　 　 　 　 　 ○ほんとに変わるのかな
　 　 　 　 　 ○きっかけの場
　 　 　 　 　 ・ケース会議をしっかりしていけば動いていける
　 　 　 　 　 ・一歩踏み出す
　 　 　 　 　 ・動きが出る
　 みんなで考えるよさ 4 3 7 ○彼ってこういう子だよねとかが分かった
　 　 　 　 　 ○どこなんやろう？がうまくしゃべれるようになった
　 　 　 　 　 ○つまりこういうことだよねと出していただけて
　 　 　 　 　 ・たくさんで集まってきたら，その人像ができてくる
　 　 　 　 　 ・ケース会議をやったらその人が見えてくる
　 　 　 　 　 ・授業も一緒
　 　 　 　 　 ・みんなで考えられるところがよいかな
５　子供を捉えるプロセスの変化 21 1 22
　 子供本人の気持ちを考える 7 1 8 ○つまずきがあったんやな
　 　 　 　 　 ○なんでそうしたのだろうってもくもく（心情）を考える
　 　 　 　 　 ○ちょっと考えさせられた
　 　 　 　 　 ○踏み止めて考えんなんよねー
　 　 　 　 　 ○忙しいよね。なんかあったんか？を最初に考えるよう
になった
　 　 　 　 　 ○待って・・・なんかあるだろうって
　 　 　 　 　 ○もくもくと行動のところでひょっとして・・・と気になった
　 持ち味・もてているものを考える 8 0 8 ○この子の持ち味なのだなと思えるようになった
　 　 　 　 　 ○もっとること，とりあえずできとること何ですか？が
個人的にはいいかな
　 　 　 　 　 ○悪くはないところを見んなんなあ
　 　 　 　 　 ○別に悪い奴っちゃないな
　 　 　 　 　 ○まあ，悪い奴じゃないな
　 　 　 　 　 ○まぁまぁまぁそんなこというなよと思った
　 　 　 　 　 ○人として嫌いになれんな
　 　 　 　 　 ○もともともっとる
　 思考のプロセスの変化 6 0 6 ○実行するかは別として
　 　 　 　 　 ○他の先生がどういうふうに対策とられるかな？ってい
うふうに見る・・・
　 　 　 　 　 ○ケース会議にかけたらどうなるのかなって
　 　 　 　 　 ○人の考えというのを取り入れてやるようになった
　 　 　 　 　 ○自分はこうしてみよかなって思うようになった
　 　 　 　 　 ○引き出しじゃなくて考え方
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